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胃平滑筋肉腫の1例
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　我々は噴門癌な思わせるlll内発冑型平密｝｝｝筋肉腫を経　　　　リンパll秘こ松移を認めた。噴Ill］癌の診圏1のもとに周

験したので，この症例な報告すると共に，留肉腫，と　　　黛刎を行ない，ROuX法による食道窒罰易1吻合を施行し

くに周平滑筋肉11控巨について若干の考察を加える。　　　　　た、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捌出標本の肉眼的｝折見：il・ll瘤は臓門1’㌃【5より霧籐部に

　　　　　　　　1症　例　　　　　　かけて存在し1驚卵：大で陶色な呈しており，中心部は

　　中野　某　54オ　女1’i｛　　　　　　　　　　　　　　　壊死に陥りいわゆる噴火口状潰瘍徹形成していた，1周

　：1三跡：心榔部の不快感，　　　　　　　　　　　　　　　川の粘膜は蒸縮｛生で，胃炎の像な暴していた（塀真

　家族鷹～既往歴：！1’｛購己すべきこと癒し、，　　　　　　　　　3，4）。

　現病歴；15～16年前より捜後2～3時間して胸やけ，　　　　病選11組織所見：一◆様に娩｝lij．II三しく柵状に配ダljした良

心ll鞘1痛があり，その都度内服薬を用いていた。1965　　性の平滑筋腫の一一・謝iに楕円形または紡錘形のクロマチ

年に入り曖気を覚えるようになった。同年5～6月頃　　　ソに寓む核を縛った異型の著しい細胞よりなる平滑筋

より曖気が増強し，1司時に食事に際して｝｝1∫胸部の狭築　　　肉腫の陳を認めた（写輿5，6）。また左腎動脈近労

感，心窩部の不快感等を訴える」こうになり，また全身　　　リンパ節に転移が認められた。

侮怠感，るいそうが強くなったので，当科に受診，1司　　　　術後経避：術後1よ食欲も良好と蹴り，体飛の増加も

年10月29口入院した。　　　　　　　　　　　　　　　　　見ており，術後2年9ヵ月の現在再発の徴候なく健在

　入院時所見：体格lh等度，栄提や工不良。眼瞼糸11｛膜　　　である。

に貧⊥nLを認める。鎖褐’上窩，頸部，腋窩リンパ節腫膿

は謙めない。胸部は打聴診，レ線像共に異常なし。腹　　　　　　　　　　II　考　　按

部は平坦で腫瘤は角ll知せず，腹水蠕動不穏も認めな　　　　　1．発生頻度

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳近，腎肉1匝に関する報告が比r咬的多く見られるよ

　臨床検査成績：　　　　　　　　　　　うになって来たが・胃平滑筋肉腫の発生頻度は胃の悪
　　血液像・赤1血1球数282×10↓，白【血L球数4300，，前L色　　　性腫瘍中1％内外と思われる。胃平滑筋肉腫にこ関する

　　　素（ザーリ）54％と高度の貧lnLを認めた。　　　　　霊な報告では，　BalfOur　and　Mc　Calm1）は得悪性腫瘍

　　尿検査・異常なし（，　　　　　　　　　　　　　　　　4159例「†147例，L1％，　Marshal12）は11711ダ1中9例10．7

　　糞便享替血エ反痢δ。1湯｛生く、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％，　Pridgen3）1よ400例二1113伊iL　3，2％，　Ochsncr4）壱よ

　　肝機能検査・異’常なし。　　　　　　　　　　　　　　2，0％　Berg5）は1．3％　Thorbjanlarson6）は1．3％，

　　胃液検査・臓門部に狭窄ヵミあって樹ゾソデの挿人　　　Rabinovitch7）は0．2％，石合8）ほ〔｝，5％と報告し，その

　　　が不能であった鼠め測定不能。　　　　　　　　　　頻度はまちまちである。

　胃レ線検査噴門部に陰影欠損鼠を認めたが（写真　　我が国における胃肉腫の幸賭は明治33｛吟カミ円形

1），気腹を行ない，立位で再透視を行なった所（写　　　細胞肉頗の2．例を：発爽して以来100余例にのぼってい

爽2）食道，横隔膜への浸潤は認められなかった。　　　　るが・胃平溝筋肉鵬jlそのうち25例内外であるとい

　以上の所見より墳門癌と診断した。　　　　　　　　　　　う9）。

　手術所見：上腹部正中切開にて開腹すると，驚卵火　　　　圏肉種における胃榊腎筋肉腫の占める割合について

の｝1重瘤は噴門部にあって，後壁から大轡側にまで及ん　　　はPrid暫en3）は32例rl・r13例・40％・Ochsner4）｝よ胃肉腫

でいる。漿膜への浸瀾はなく，嗣囲の臓器並びに横隔　　　17例中6例，35・4％Gibersonlo）は25％，　Jordan11）は

膜との癒着は1認められなかった。しかし左胃鋤脈近労　　　28例中6例，21，4％Trimble12）は20例中8例，40％，
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Thorbjarnarsun6）｝よ501列1【．111伊1L　22％と限∠告し．，全f本　　　ているζ，ノとの．1也習ll’1．1飢を・二・k遷，貧∴1血L，1肖イヒ不良，イイ‘：ll謙成

的に20～30％の罰禽のように思われる。丸田外科にお　　　少等があげられる1）皇の、，心窩部！lt圧感，膨満感，食欲

いて1よ・昭和27イド4Jlカ・らll召和42年3月，迄1の15年間｝こ　　　1｝ll史退などを訴える揖もあゐが，こ淑ll♪｛』：1、・わの身1｝胃悪

　．偲働暢の謁llf　562例・担fグli『だ・ある。　　　　　｛・kj】・賜の嬰1献払i・冨i・」一．・α凡のと思材1るu．捨精らの

　　2・発生部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　症例にLオδけるlj訴は心ll｝儲llの不十燃i臆であ．っ六二1，

　冑な」∴部（噴門剖1及び体．．Ll’i．ll），中1｝ll（体中部及び．1ぐ　　　　5，発育形成

部）・h下部（幽llll前庭部）1こ分け1｝’しば1駒高が’ドIlllに多　　　　ll肉腫の発でゴ形式1こついては，　BUrrmarm，　Klmjし1．

い13）のと異なり，胃肉腫は【・i・1部に多く発生す≧5ようで　　　！拠y，Schle曲1geピ1聖に」：り21）22），1）胃内型，2）1？外

ある3）7）8）m）13）14）、、しかし，胃平滑筋肉11且111、L宮κらの症　　　型，3）冑lll｝i漫潤ノllllの3型に大別・㌻わていゐが’梶谷Kり

例の如く1二部に多く発生する傾向があるというノ＼もあ　　　1・1翠1内及び胃壁浸潤型を」磁力IIして’1型に分1！ご1｛一てい

る15）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。本症は1｝1内発育型に属するものである、，イ．‘∫r8）を1仁

　前壁と後購とで1，kl尾谷13）は前堕｝こ．多く見られると服　　　1里1内型がA吏も蜘いと報告していゐが，梶谷13）は岡壁乳之

侮して・｝・り，Gib・・…11°）も4°例q郁ll義24fダ1肩綿16　1i　Plllが多く、’・いでIll　l・1脚鼎鰍潤、！　1，聯い撚

例と述べている・しかし石合8）’は側にや蜘く発生　・〈，翻1・・，）も舳1　脚例の繍酌権撚にト・いて際㌃職

すると報告している。すなわち前毎1号1，1受壁ともにいず　　　潤型が最も劇いと報告している、，

れの1’鰍に醗生する・Lのと思桐・る1汰ll・蜘・小轡　　胃轡｝1｝筋齢肋肉眼1「晒見一衛微1重糠もの1欺師‘L

lダllの別で1・！：，　M…h・H2U｝・id鰐・・13’・T・imb1・12）ら1・1：　の齢1を・」・し」七・ll交的限局し、硬1蝋5　i｛’ll硬・磁、≒：、、、

その発生に於て差がないと躍告しているが，…覗幾に大　　　又2次的変化として湘li膜に澱瘍形成なll包めるか，、1乙れ．

簿側に多く発生すると述べている蒔もある15）ml7）。し　　　は臆瘍の肥大にrllい粘膜の緊張と1血L流のlll樫5に基づく

かしRabhloviLch7）は1並に小轡側に・拶いと報告してい　　　もので，将に冑内発育｛・二見られと、という3鎚筏、

る．。著密らの糊平滑筋1勾腫の発生部位は噴1書1」部であっ　　　　　6．｝診　　断

た・　　　　　　　　　　　　　報告例のなかに剛・轍二剛1と診1卿1されノ翻の磁、

　　3・・ll冷及び性別　　　　　　　　るが・・1鞠の症状がない畑・，ほと儲が鵬と瀦

舳⑳年令別搬唱よ，いわ噛揃冷とい芽・れ　されている。Gib・・・…1。・鳳れば4嚇1・鯛僻腫

る40才～63才に最も多く発生すると思われるが，その　　　と診断され，網1【1でも新井勘，長岡舗は腺腫とr詳1診し

平均輸｝油才2い13描5｝坤5）・55才7い｝・L5抱　　た症鰯｝陥している．さらに榊鰯1評釜厚1鵬，昂lll腸

等と報告され，またGibersOI11のはリ控liが46，5才，女　　　腫瘍などと誤診されやすいP。

｛∠1三が45：れ釧‘で45・7・才と述べている・いずれにせ・紅　C・11・25）麟儲で1・II輔1剛欄の撤1け《，概獄

癌の平均｛ド令本りや瑞「1；い年令に発生しゃすいようで　　　一・応ll肉腫を労慮する必要があると三1訴し，1嬉谷】3）は

ある・　　　　　　　　　　　著1蜘融を11三なう平滑筋肉1胞）診臨泌ずし期瀦難
性鵬渡について1漱米では．Prld鼠・・5’ω・男｛｛［151列，　で臆いと述べている．しかしM・…h・U・）は．・隔筋肉

女性8例と刻生に多いとしているが・り汝隅驚ある　II・嚢9例の中で御肱・刷榊滑筋｝凧2例な朗湘

と報告するもの5），或いは男性に多いと述べているも　　　瘍・3例を癌と譲診しており，又岡肉腫をiメ；1腫と診断

のもある2脚）・本邦ではI」撚対姓ゆ比騨〒ノ1・…は　鵬たの。潤伽坤リン・脚勲1例・）みで謁隙謝

L8：L鵬’鰍2・1と1ま晒｛’k別についてはり｝｛fk｝・　いて1願魏ll象していたが138隙堀と　馳し、てし、

燃多いようである・1　　　　　　　る・・のように撮誤診す㍍とが鹸も蜘が，醐
　　‘1・症状　　　　　　　　鏡誠し燭・田胞診の発達し．た堀！三では，その鋤酌よ
　冑平滑筋肉腫の上な臨床111三状1よ，上腹仁rll痛，腹1糊匝　　　次第に向上していくものと思われる。

瘤・消化管1加血【であると漱われるが，本撤こ特有の症　　　　7・治療及び予後

状で瞳い・上腹部搬・8％～7晦・劫繍・・轍。・　輪斌獣禰が1蟷の糊隠｝欄轍一畢一魏二
1D・腹音　1輪のいて1・k，（｝ib・・…1鰍1‘塘鵬勾　酬しりごいるが・J。rd・・1・，・・h・・，・・1よ隙盛蝋l

l脚剛‘1馴3°％・P・idg・n3襯晦・碕8囎肉　をす動ている諮働畷1例醐1闘・儲・醐状，、
腫16例中8例，50％に麟1を角蜘している・陶・繊　1聾關を形成していたため騒易ll勧鮒した、，

肉蹴剛油瀞いと隷て・・る8＞17）正9）2の・すなち　留肉撫眺砒して欄畿過が灘で凶・購。
°cp1slle「4’は66・7％に火勧剛膿　忍めており，また　1贈彌輔な燃謂ヲ醸鵬予鰍燃鰯脇

P「1d墓en3’1よ5°％Gibe「・・n1のM・‘％嘲島・血・観　棚こ掴…櫛難雌繍．陶隙網搬
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写真　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真　2・　約1000cc気腹，立位で撮影

写真3・ k雛聡：∴．＿、。、矯．、与

摘出胃：噴門部に腫瘤が認められる



96－（96）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　第18巻

写真4．　　　　　　　　　，　　　　　ご・

　　　　　　　　極瘤の拡大した写真
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り遅く，また周囲臓器への浸潤が少ないためと考えら　　　6）Thorbjarllarson，　B，：Sarc。ma　of　tlle　Stomach，

れる22）。胃肉1匝の5年生存率に関してはMarshall2）の　　　　　Amer・J・Surg・・97：36・1959・

42％，J。，d。・・1）の42、6％・rh。・bj・rn・・s・n・）の59％の　7）R・bi・。・it・h，　J・：S・・c・n・・。hh・St・1・・achl

報告がある。胃平滑筋肉腫のみについてみるとTri－　　　　AmeL　J・Su「g・・80：550，1950・

mble12・は68％Gibers。nl・・1よ53．8％と購し謂1勾　8）縮糖源発1蝟肉li韓ついて，ク隅26：

・動ちで禰獺・購蝋欄・・れて，、1慰猪鞠瀞榊一プ端翻
いる6’8’・鞘らの症伽よ2年9捌を経過している　　儲｛秤醐i獅の1例，外科診療，6、2，199，

が健在である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭39より引川．

　　8，転　　　移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）Gibers（）n，　R．　G．：Leiomyl，sarc｛，m三しof　Lhe　St‘｝－

　1！1肉腫の転移は1｝1癌のそれに比して少ノ1賦，15％内　　　　mach，　Sur且．　Gyllec，＆ぐ）bst．，98：186，1954，

外と報告している者もある27）28）。Marshall2）は：1え滑筋　　　11）Jordan，　G・L：Sarc‘）ma　of　the　S【omaci1，　Surg・

肉腫20例中リンパ節転移の証明されたものはなく，肝　　　　　Gyllec・＆Ob縞t・，1001453・1955・

転移1例が認められたと報告し，Giberson10）も40例中　　　12）T「imble，工・R・：Sarcoma〔｝f　the　St〔，mac11，

リソ櫛転槻k1例紘く，1職1御、6例・・．肪オ・た　　Su「解・Gynecl＆Obst・！10；437，196°・

・述べ・い・・梶谷・欄・鞭ついて…聾・・1：う囎床蟹雛あ騨1潤1撒つい嫡

櫛転樹少なく，設して肺駅あ・て川覧につ　14）木鰍二澗の剛重，外締療，4乱協｛｝，

いで獣網，膵，脚）順であると儲してし’る・難　　ll脚．
転移の発育は…・般に緩徐であると述べている。Berg5）　　15）篠田iE［1‘和Ill肉11111の2砂II，外科，28：871，昭41，

は胃平滑筋肉li亜24例で，火網及び後腹ll莫転移が6例1　　　16）II二藤武彦：留肉腫の1治験例，外科，27；716，

肝転移が3例，骨転移が2例，lliii転移が1例であった　　　　　llμ・10．

と報告しているQ結局胃平滑筋肉腫々」：肝に最も多く転　　　17）竹内藤古：［ll〔発1’k　lil肉腫の2f列・外科・27113乏ヨ9，

移を形成するものと考えられるが，著壷らの症例でに　　　　　昭40・

リン櫛1購のみで旧傭多はみら漁か。た．，　　18）縮満夫測　寂と課られ鯛外儲糊iゴ伽2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例，臨床消化器痛≡学，5：43，1956．

　　　　　　　　　結　語　　　　　　19）岡野繁・離膓㌃鳳碑融トヅを伴っ縛1掛
　　　　　　　　　　　　　，　　、　　　　　　　　　　発育性平滑筋肉腫の1例，外科診療，6：2，199，
伽は財の姻禰・いて繍　の診仰’もとに齢　　ll脚，

易　鮒なった起ろ謂平き1棚肉腫であ・た1fグ1鰍　20）鮒1劇、緊酬鋤嫌卿費lil，鵬横浜囲・，

告し，あわせて文献的考寮を試みた。　　　　　　　　　　　　17：289，昭41．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）武藤完斑鰭喬1修：新外科各・論1下・巻，P・181，昭39，

　　　　　　　　AB3TRACT　　　　　　　　　　　　　金源出版株式会社．

　　Acase　Qf　leiomyosarco111a　was　r¢pQrted！1’h巳　　22）豊島純i三郎；胃と回腸に発生した平滑筋肉腫の2

1iterature　QII　this　disease　wa5　ciヒed　and　clillica1　　　　治験例について1臨駄外科，20；1259，1965．

appearallces，　age　and　sex　incidence，　diagllosis，　　23）福重悟；原発｛匿響肉腫の1例，外科，15；351，

・・・・・…t・・d・r・・・…一・d・・c・・…L @2，1蠣’翻，、，，と翻た剛1よ㈲幻肉，1、，一

　　　　　　　　　文献　　　、，、き黙懸，ll∴1鷲ll；h．，a，c。m、＿e

1）Balfour，　D・C・alld　Mc　Cam㍉」・C・：Sarcollla　　　　　Stomach，　Ann，　Surg．，135：39，1952，

　　of　the　Stomach・Sし1rg・Gynec・＆Obs亡・，50；　　　26）星野餐li雄：胃癌の姑息手司1∫について，癌の臨旅，

　　948・　1930・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4：423。　il召33．
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